
≪男性・中郷町在住≫
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≪男性・中郷町在住≫

1 1

≪小野矢指副区長≫

1 1若者の常会離れ、高齢化による脱退など常会の加入者が減って
いる。常会離れを防ぐ対策が必要なのではないか。

常会の加入者が減ってきているという現状は認識している。一方で、災害時の助
け合いや地域の環境美化、その他地域の問題解決など「地域でできることは地域
で！」という考え方にご理解いただきたい。現在、行政と市民が協働するための市
民協働指針を策定中であり、その中で地域コミュニティのあり方についても何かを
示していきたいと考えています。（まちづくり協働課）

開催日時 平成２６年１０月２１日（火）　午後６時３０分～８時 開催場所 中郷多目的集会所

石岡小の児童数は現在43人で、多くの児童が中一小への区域
外通学をしています。それは、石岡小の中一小への統合の声が
あることが原因の一つと思われます。石岡小についてどのように
考えているのか、市長に考えを聞きたい。

石岡小をなくすつもりはありませんし、そのような発言をしたこともないと記憶して
います。石岡の雇用促進住宅を市営住宅化し、人口増加を図り石岡小の児童数
増加につなげようと考えています。少人数小学校については、関本町小中一貫校
の成果をみながら、また、検証しながら検討します。（市長）

少子化問題に対する市長の考えを聞きたい。

駅構内がゴミだらけで、その状況は何年も前からであり、観光に
力を入れる北茨城市としては対処が必要ではないでしょうか。

早急に市担当者に確認させ、対処します。（市長）

質　　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　　　答

市内の施策の偏りを感じています。汐見ケ丘に35年住んでいま
すが、南部地区は何も変わっていません。また、長年自分は南
中郷駅の市のトイレの水洗化を訴えてきましたが実現せず定年
を迎えてしまいました。ようやく実現するとのこと。駅を利用する
学生等のためにも早く実現してほしいです。

中郷地区の開発について検討してきましたが、地形が悪く開発が難しい状況で
す。よって、区画整理を先に進める予定です。
駅の市トイレについては、早急に入札を行いできるだけ早くに対処していきます。
（市長）

少子化問題は、日本全体の問題であり対応が難しく、北茨城市のみでこれといっ
た策はないのが現状です。
市としては、雇用を創出し子育て支援を充実させ、若い人たちが住みやすい環境
を整える策を引き続き行っていきます。（市長）



開催日時 平成２６年１０月２１日（火）　午後６時３０分～８時 開催場所 中郷多目的集会所

質　　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　　　答
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災害防止対策についてお聞きしたい。
　①海岸地域の一次避難場所の設置
　
　②塩田川の水害防止策
　

　

③小野矢指地区内の小高い場所の一次避難場所化について
　　 はいかがか。

①海岸地域の一時避難所については、北茨城特別支援学校が避難所となってい
ます。

②塩田川は管轄が茨城県の河川ですので、県に改修計画を要望していきます。ま
た、河口付近には今年度津波監視カメラを設置し、河口付近を監視して津波高潮
に備えます。ハザードマップも今後改訂する予定ですので、塩田川についても考慮
していきます。

③小野矢指地区の避難所は特別支援学校と中郷第二小学校となっています。多
少遠くても中郷第二小学校には備蓄倉庫があり、資機材が整っておりますので、
活用してください。（総務課）

公共施設が市北部に偏っていると感じる。よく検証してもらいた
い。

東日本大震災後、津波被害のあった平潟、大津、磯原地区を中心に復興事業を
推進しており、また、老朽化に伴う市民病院や消防庁舎の移転新築など、市民の
生命と生活を第一に考え、復旧・復興事業に努めた結果ですので、御理解をお願
いします。
公共施設等の整備に当たっては、各地域における自然的特性、人口などの社会
的特性、歴史・文化的特性などを考慮し、各地域の特性を活かした検討を行って
います。中郷町は、工業団地やニュータウンなどの住宅地、商業施設等が集積
し、市の活力や工業基盤の一翼を担う地域となっていますので、南中郷駅周辺の
整備や幹線道路沿いの活性化、さらには南中郷工業団地への優良企業の誘致な
どを促進することとしています。
本年度の事業としては、家庭医療センターの整備、津波避難道路（消防署脇の市
道、国道６号からカワチ薬品までの区間）の整備、南中郷駅のトイレの改修のほ
か、県事業ですが高萩市と本市を結ぶ二市幹線道路の早期着工に向けた事業の
促進に努めています。（企画政策課）

新道路の整備に伴い駅西側の開発や取り付け道路、駅の橋上
化など南中郷駅周辺地域の活性化を検討・計画してほしい。

新道路、いわゆる二市幹線道路ですが、この道路の整備に相まって、南中郷駅西
地区の駅前広場の整備など、地域の活性化や振興に大きく結び付く事業実施の
必要性は、十二分に認識しているところです。しかし、この事業の推進に当たって
は、広大な民間所有地の取得、駅東地区と駅西地区をどう結び付けるかなど課題
があるのも事実です。いずれにしましても、この道路事業の進展に併せ、検討を進
めていきたいと考えています。（企画政策課）
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質　　　　　　　　　　　問 回　　　　　　　　　　　　　答
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≪上桜井区長≫

1 1

2 2

≪下桜井区長≫

1 1消防署（本部）移転後の跡地利用について伺いたい。地元の要
望として津波緊急避難ビルとして残していただけないか。

跡地利用については、有効な活用が図られるよう現在検討中であり、その中で、
津波避難ビルとしての活用も検討をしています。今後も地区の皆様と十分に協議
しながら進めていきます。（消防総務課）

市民の雇用の場である工業団地の現状について以下の項目に
ついてお聞きしたい。
　①現在操業している企業数と従業員数の最近の推移、
　

　
　②新たな企業からの引き合いの動向、
　

　
　③工業団地からの税収と市税収総額の割合

①現在、市内６つの工業団地において86 社が操業し、およそ6,000人の従業者が
就業しております。従業者の推移については、過去３年間、同程度の従業者は保
持されております。震災以降、8社が進出し260人の雇用が発生しております。

②昨年度1社、今年度１社が新たに進出し、さらに今月に入り１社の進出が決定し
ました。残る区画は２区画となっておりますが、いずれも現在引き合いが来ている
状況です。

③昨年度の工業団地からの税収につきましては、固定資産税が約９億６千万円、
法人市民税約１億９千万円、特別徴収の市県民税約６億５千万円、計約１８億円
となっています。市税収の総額が約59億円を計上しておりますので、工業団地か
らの税収は、およそ３割を占めることになります。

歩行者の安全確保の面から、市道下桜井・石岡線の上桜井殿
内から農免道路までの約700ｍの用水路に蓋を掛け、歩道を整
備してほしい。また、農免道路から磯原方面の大北橋まで、残地
を活用した歩道整備をしてほしい。

下桜井・石岡線については、避難道路として、現在、測量・設計に着手していま
す。また、農免道路については、下桜井・石岡線の整備後に検討していきます。
　（建設課）

和台高台（わだいたかだい）の土地利用について、その後の進
捗状況を伺いたい。

県が所有する約３６ｈａの山林の土地利用については、これまで、大学や大規模災
害に対応する国などの施設の誘致、自然公園としての利活用を検討し、国・県等
に対して設置要望を行うとともに、市独自で利活用構想などの検討を行ってきまし
たが、具体化までには結びついていません。また、平成３１年開催の茨城国体に
向けた施設整備候補地としても検討しましたが、活用したい部分に未買収地が多
いこと、高低差がある等土地の形状が悪すぎるとの理由で断念した経緯がありま
す。この県有地を含めた南中郷駅周辺地区の一体的な整備は、地区の振興だけ
でなく、市全体の発展にも大きな可能性を持っていることから、先ほどの二市幹線
道路の整備にあわせて検討していきます。（企画政策課）


